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あらまし：スーパーシティ／スマートシティの社会実装を促すため，(1) 地域人材の参画など地域に根差

したソリューションを開発すること，(2) IT 人材の不足に対応した開発環境を整備すること，(3) 優れた

事例やサービスの横展開を促進することといった要件を考慮した人材育成環境をデザインした．本稿では

2021 年度に高松市スマートシティプロジェクトと連携して実施する人材育成環境の実装について述べる． 
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1. はじめに 

スマートシティは，「ICT 等の新技術を活用しつ

つ，マネジメント（計画，整備，管理・運営等）の

高度化により，都市や地域の抱える諸課題の解決を

行い，また新たな価値を創出し続ける，持続可能な

都市や地域であり，Society 5.0 の先行的な実現の場(1)」

と定義されている．スマートシティでは，課題解決

による都市経営や，都市サービスの進化に市民が積

極的に関与する市民中心設計(2)や，体験デザインに

基づくサービス創出(3)が求められている．近年，住

民目線，データ連携，全体最適を強調したスーパー

シティ(4)という都市運営のモデルも提言されている． 

2017年 2月 27日，高松市，日本電気（NEC），STNet、

香川大学，香川高等専門学校の 5 者は高松市のスマ

ートシティ実証環境の構築・利用に向けた基本合意

書を締結した(5)．締結内容は，スマートシティ推進

に向けた実証環境の構築の検討及び，人材発掘・育

成に向けた検討の 2 点であった．また，2018 年 7 月

6 日，香川大学と情報通信交流館 e とぴあ・かがわ

の交流拠点事業を締結した(6)．来る Society 5.0 時代

に向け，情報通信技術（ICT）の活用を通じ，地域

課題の解決ができるデータ利活用人材の育成につい

て連携して進めることが合意された． 

以上の背景に基づき，香川大学では，体験デザイ

ンに基づくスーパーシティ／スマートシティの社会

実装を目指し，香川大学のカリキュラム・ポリシー

においてコア・コンピタンスとして位置づけられる

デザイン思考(7) に基づきデータ利活用サービスを

創出できる人材の育成プログラムを開発した(8)．本

プログラムは，サービスのアイデア創出に一定の効

果が見られ，スーパーシティ／スマートシティの社

会実装に対して有用性をもつことが示唆された． 

先行研究の開発手法には，アイデアに基づくさら

なるプロトタイプの作成や，地域におけるテスト，

共感，アイデアの洗練といったデザイン思考のサイ

クルが保証されないという課題がみられた．本研究

は，本課題の解決に向けた人材育成環境のデザイン

指針を提案する．本稿では，2021 年度に高松市スマ

ートシティプロジェクトと連携して実施予定の人材

育成環境の実装について紹介する． 

 

2. 人材育成環境のデザイン指針 

2.1 地域に根差したソリューションを開発 

持続可能なスマートシティの要件として，地場産

業や地域の持つ歴史や文化などの地域資源の活用が

挙げられる(9)．地域資源についての厳密な定義は存

在せず，その特徴としては「①非移転性（地域性）」

「②有機的連鎖性」「③非市場性」を有するもの(10)

とされている．そこで，地域に固有の地域資源を可

視化し，活用しやすさを向上させ，地域に根差した

ソリューションの開発を促進する． 

2.2 IT人材の不足に対応した開発環境を整備 

IT 人材の不足は深刻化(11)しており，IT エンジニア

のような専門知識を持った「プロの開発者」だけで

なく，専門知識を持たずにアプリケーション開発に

参加する「市民開発者（Citizen Developer(12)）」の要

請に応える開発環境が重要視されている(13)．スマー

トシティの事業モデルは複雑である(9)といわれてお

り，必要な IT スキルが多様であることから IT 人材

の確保はより困難であるといえる．よって，市民開

発者の参画を許容する開発環境を整備する． 

2.3 優れた事例やサービスの横展開を促進 

スマートシティの実現課題として，「①サービスの

再利用・横展開」「②分野間データ利活用」「③拡張

性の低さ」があり，これに対応するシステムアーキ

テクチャとして「都市 OS」がある(3)．都市 OS の特

徴は「①相互運用（つながる）」「②データ流通（な

がれる）」「③拡張容易（つづけられる）」であり，各

実現課題に対応している．一方で，利用者の観点か
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らは，様々な地域に適用し「相互運用性」を高めた

り，様々な分野に適用し「データ流通」を促したり，

サービスの不完全さを許容し，改善し続ける「拡張

容易」を活かすマインドを醸成したりするなどの運

用面での指針も必要である．そこで，プロトタイプ

のテストや共感の過程に様々な地域やコミュニティ

の参画を含める． 

 

3. 人材育成環境の実装 

 以上のデザイン指針に基づき，人材育成環境を定

義する．図１に，スマートシティサービスのモデル

を示す．中核となる IoT（Internet of Things）にデザ

イン指針の「地域資源」や，市民開発者の参画を促

す「ノーコード／ローコード開発ツール」「ビジネ

ス・インテリジェンスツール」などの開発／分析ツ

ール(13)，ならびに都市 OS の特徴を備えた「データ

連携基盤」を含めた．本モデルに基づき人材育成環

境を「開発／分析ツール」「データ連携基盤」および

これら技術的要素を使いこなす機会としての「コン

ピテンス教育／事業化促進プログラム」とする． 

 

 
図１ スマートシティサービスのモデル 

 

 プログラムとして以下の３事業を実施予定である．

以下の(1)～(3)は，デザイン指針に対応する． 

(1) e かみしばいコンテスト 2021（令和３年５月～

９月）：地域資源、地域課題、地域活性化の取組

等の地域情報を集め、可視化するプログラム 

(2) Web×IoT メイカーズチャレンジ 2021（令和３

年１０月～令和４年２月）：地域資源活用、地域

課題解決、地域活性化のための情報サービス開

発を題材とした、技術講習会・アイデアソン・

ハッカソン 

(3) まちのデータ研究室 2021（令和４年２月～３

月）：開発者がつくったプロトタイプを地域主体

での事業化へとつなげる対話と交流の場 

これらを有機的に連携することで，地域資源を活

用したプロトタイプの開発や様々な地域やコミュニ

ティでのテスト，共感の過程を保証し，デザイン思

考のサイクルを保証する．開発／分析ツールには，

Microsoft 365 PowerPlatform や ifLink(14)，データ連携

基盤に FIWARE(2)(8)を活用する予定である． 

 

4. おわりに 

 本稿では，スーパーシティ/スマートシティの社会

実装に向けた人材育成環境のデザインについて述べ

た．デザイン指針に基づき実装された環境を運用し，

デザイン思考のサイクルを検証していきたい． 
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